
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

県立浦和第一女子高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 定時制 学科 普通科 
R5.5.1 

生徒数 

(男) ０ 

(女) ４４ 
計４４ 

アクセス ＪＲ浦和駅より徒歩８分 

＜目指す学校像＞ 

「一人一人が大切にされ、落ち着いて学べる教育を推進し、社会ではばたく力を育てる。」 

＜教育課程等＞※１ 

〇「授業がいのち」を合言葉に、基礎・基本から一人一人丁寧に指導しています。 

〇ＩＣＴを活用した授業や、生徒参加型の授業なども行っています。 

〇英語では全学年で少人数・習熟度別授業を実施しています。 

〇家庭科の専門科目があります。 

〇週４日、始業前に、学習サポーターによる個別補習を行っています。基礎・基本を学び直したい人か

ら、資格取得、上級学校進学を目指している人まで、多くの生徒が参加しています。 

＜本校が求める生徒＞※２ 

・「授業がいのち」を合い言葉に、授業に意欲的に取り組む生徒。 

・自分自身を大切にし、他人に思いやりを持って学校生活に取り組む生徒。 

＜学校行事＞ 

〇新入生歓迎会…学校紹介、部活動・委員会紹介などを行っています。 

〇レクリエーション大会、体育祭…白熱した競技と応援が自慢です。 

〇修学旅行…４学年で実施します。Ｒ３年度東北、R４年度北海道に行きました。 

 R５年度は神戸・大阪に行く予定です。※修学旅行先は、生徒の希望をもとに決定します。 

〇予餞会…生徒による出し物や生徒会作成の動画など、手作りで心温まる会です。 

〇文化祭…ＰＴＡ企画や委員会企画など充実しています。 

＜部活動＞ 

〇バドミントン部、メディア部は活発に活動しています。 

〇軽音楽部が予餞会や文化祭で発表等をしています。 

〇運動部が４部活、文化部が３部活あり、放課後１時間程度活動しています。 

＜家庭・地域との連携＞ 

〇地域の行事に生徒が参加しています。 

〇生徒対象の講演会に、保護者や地域の方を招待しています。 

〇ＰＴＡが文化祭に参加しています。来場者にはアクセサリーを作ってもらいました。 

進

路 

R５.3 

卒業生 
四大 ０人 短大 ０人 専門 ３人 就職 ４人 

傾向 
年度によって、進路状況の割合は変わりますが、生徒のニーズに応じた丁寧な指導を行って

います。昨年度は、すべての卒業生が希望の進路を実現できました。 

 



●基本的生活習慣・授

業規律の確立

●コミュニケーション

能力の育成

●アルバイトの推奨

●各種体験活動の参

加

●学校生活で中心的な

役割を担う

●就職・進学に向けた

意識を明確にし、準

備を本格化させる

●具体的な就職・進学

活動を展開

●社会に出て責任を持

つ意識を育てる

県立浦和第一女子高校（定時制）育成方針

◇全国でもめずらしい夜間定時制の女子高です。女子だけの落ち着いた環境の中で学べます。
◇生徒主体の学校行事で自己有用感を育みます。部活動を通して人間関係や社会性を身につけます。
◇ＪＲ浦和駅から徒歩８分。文教都市にふさわしい、落ち付いた環境で学習します。

１年
学校に慣れる

２年
校内外の生活
を両立

３年
進路イメージ
を固める

４年
卒業後を意識
した生活

社
会
で
は
ば
た
く
力
の
育
成

希
望
す
る
進
路
の
達
成
率
１
０
０
％

「授業がいのち」が合言葉
～落ち着いて学べる教育を推進～

「チーム一女定」で生徒一人一人を大切にします

〇基礎・基本から
学び直したい。
〇学校生活をやり
直したい。
〇仕事と学校を両
立したい。
〇外国から来て間
もないので日本
語に自信がない。

学習活動

●学習サポーターによる、始業
前補習で個別に学習を支援

●少人数授業で、一人一人の理解
に応じて丁寧に指導

●日本語指導スタッフが日本語の
個別指導と、授業でサポート

キャリア教育

●就職支援アドバイザーによ
る、個人面談や面接指導
●外部機関・外部講師を活用
した各種講演会やワーク
ショップ
●進路見学会で企業や上級学
校を知る

部活動

バドミントン部、卓球部、
バスケ部、メディア部、
軽音楽部、漫画部が活動し
ています。

給食

手作りの温かい給食が待っ
ています


